
徳
島
県
規
則
第
五
十
六
号

都
市
計
画
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
三
年
十
二
月
二
十
四
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

都
市
計
画
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

都
市
計
画
法
施
行
細
則
（
昭
和
四
十
六
年
徳
島
県
規
則
第
四
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

十
九
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
条
例
第
六
条
第
一
号
の
規
則
で
定
め
る
基
準
）

第
十
九
条
の
二

条
例
第
六
条
第
一
号
の
規
則
で
定
め
る
基
準
は
、
別
表
第
一
の
二
の
上
欄
に
掲
げ
る
区

分
に
従
い
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
と
す
る
。

第
二
十
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
条
例
第
九
条
第
一
号
の
規
則
で
定
め
る
基
準
）

第
二
十
条
の
二

条
例
第
九
条
第
一
号
の
規
則
で
定
め
る
基
準
に
つ
い
て
は
、
前
条
及
び
別
表
第
二
に
定

め
る
基
準
の
例
に
よ
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
表
の
上
欄
中
「
開
発
行
為
」
と
あ
る
の
は
「
目
的

に
係
る
建
築
物
」
と
、
同
表
の
下
欄
中
「
開
発
区
域
」
と
あ
る
の
は
「
建
築
物
の
敷
地
」
と
、
同
表
の

条
例
第
八
条
第
五
号
に
規
定
す
る
開
発
行
為
（
一
戸
建
て
の
住
宅
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
の
項
の
六

中
「
開
発
行
為
」
と
あ
る
の
は
「
予
定
建
築
物
の
新
築
、
改
築
又
は
用
途
の
変
更
」
と
す
る
。

別
表
第
一
の
次
に
次
の
一
表
を
加
え
る
。

別
表
第
一
の
二
（
第
十
九
条
の
二
関
係
）

区
分

要

件

一

政
令
第

１

政
令
第
二
十
九
条
の
九
各
号
に
掲
げ
る
土
地
の
区
域
に
該
当
し
な
く
な
る
こ

二
十
九
条

と
が
決
定
し
て
い
る
こ
と
又
は
短
期
間
の
う
ち
に
該
当
し
な
く
な
る
こ
と
が
確

の
九
各
号

実
と
見
込
ま
れ
る
こ
と
。

に
掲
げ
る

２

１
に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
す
る
場
合
と
同
等
以
上
の
安
全
性
が
確
保
さ
れ
る

土
地
の
区

こ
と
。

域
二

政
令
第

１

土
砂
災
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
土
砂
災
害
防
止
法

二
十
九
条

第
八
条
第
一
項
第
二
号
の
避
難
施
設
そ
の
他
の
避
難
場
所
へ
の
確
実
な
避
難
が

の
九
第
四

可
能
で
あ
る
と
市
町
長
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

号
に
掲
げ

２

１
に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
す
る
場
合
と
同
等
以
上
の
安
全
性
が
確
保
さ
れ
る

る
土
地
の

こ
と
。

区
域
（
土

砂
災
害
警

戒
区
域
等

に
お
け
る

土
砂
災
害



防
止
対
策

の
推
進
に

関
す
る
法

律
（
平
成

十
二
年
法

律
第
五
十

七
号
。
以

下
「
土
砂

災
害
防
止

法
」
と
い

う
。
）
第

九
条
第
一

項
の
土
砂

災
害
特
別

警
戒
区
域

を
除
く
。

）
三

政
令
第

１

水
防
法
施
行
規
則
（
平
成
十
二
年
建
設
省
令
第
四
十
四
号
）
第
二
条
第
二
号

二
十
九
条

、
第
五
条
第
二
号
及
び
第
八
条
第
二
号
に
規
定
す
る
浸
水
し
た
場
合
に
想
定
さ

の
九
第
六

れ
る
水
深
（
以
下
「
浸
水
し
た
場
合
に
想
定
さ
れ
る
水
深
」
と
い
う
。
）
が
、

号
に
掲
げ

三
メ
ー
ト
ル
未
満
で
あ
る
こ
と
。

る
土
地
の

２

浸
水
し
た
場
合
に
想
定
さ
れ
る
水
深
等
か
ら
算
出
し
た
水
位
の
う
ち
、
最
も

区
域

高
い
水
位
よ
り
高
い
位
置
に
床
面
の
高
さ
が
あ
る
居
室
を
有
す
る
建
築
物
を
建

築
し
よ
う
と
す
る
こ
と
。

３

洪
水
、
雨
水
出
水
（
水
防
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
三
号
）
第
二

条
第
一
項
に
規
定
す
る
雨
水
出
水
を
い
う
。
）
又
は
高
潮
に
よ
る
浸
水
が
想
定

さ
れ
る
場
合
に
お
い
て
、
同
法
第
十
五
条
第
一
項
第
二
号
の
避
難
施
設
そ
の
他

の
避
難
場
所
へ
の
確
実
な
避
難
が
可
能
で
あ
る
と
市
町
長
に
認
め
ら
れ
る
こ
と

。
４

２
及
び
３
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
と
同
等
以
上
の
安

全
性
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
。

別
表
第
二
の
条
例
第
八
条
第
三
号
に
規
定
す
る
開
発
行
為
の
項
の
下
欄
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

六

開
発
区
域
が
、
条
例
第
六
条
第
二
号
の
知
事
が
指
定
す
る
土
地
の
区
域
内
で
あ
る
こ
と
。

「

「

⑴
風
致
地
区

⑴
風
致
地
区

⑵
災
害
危
険
区
域

⑵
災
害
危
険
区
域
等

様
式
第
二
号
中

⑶
地
す
べ
り
防
止
区
域

を

に
改
め
、

⑷
砂
防
指
定
地



」

」

同
様
式
の
備
考
２
中
「こ

と

」
を
「こ

と
ま
た

「⑵
災
害
危
険
区
域
等

」の
括
弧
内
に
は

自
然
災

。
，

，

害
に
よ
り
危
害
が
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て
指
定
を
受
け
て
い
る
区
域
の
名
称

を
記
載
す
る
こ
と

」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
改
正
後
の
別
表
第

一
の
二
の
三
の
項
１
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
第
二
条
第
二
号
」
と
あ
る
の
は
、
「
第

二
条
第
四
号
」
と
す
る
。

３

知
事
は
、
こ
の
規
則
の
施
行
後
五
年
を
経
過
し
た
場
合
に
お
い
て
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
別

表
第
一
の
二
の
三
の
項
１
の
規
定
の
施
行
の
状
況
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と

き
は
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。


